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研究テーマ

　無脊椎動物の神経生物学・発生生理学、特に甲殻類に

おける心臓ぺースメーカーとその調節機構に関する研究

研究概要

　動物の心臓は生理学的に心筋がペースメーカーとなる

筋原性と神経がペースメーカーとなる神経原性とに大別

される。節足動物甲殻類の心臓は、心臓に存在する少数

のニューロンからなる心臓神経節がペースメーカーとな

る特異的な神経原性として知られてきた。主として形態

学的および電気生理学的手法を用いて、甲殻類の心臓循

環系を実験系とした幅広い研究を行っている。

　１）甲殻類の様々な種について心臓拍動機構を調べ、

神経原性として一般化されてきた甲殻類の心臓拍動機構

に筋原性から神経原性まで系統的な発達のあることを明

らかにしつつある。同時に心臓神経節を構成するニュー

ロンの機能分化や回路網の発達、心臓調節機構の多様性

などについての研究を進めている。

　２）等脚類フナムシの心臓拍動機構（下図参照）が個

体発生の過程で筋原性から神経原性に転換することを

明らかにした。この心臓拍動機構の個体発生に伴う神経

性や液性の心臓調節機構の変化に関する研究を進めてい

る。さらに心臓神経節や心臓反射回路の形成などの発生

生理学的研究を進める予定である。

　３）フナムシの心臓神経節および心臓は、最もシンプ

ルな神経回路網であり、また最もシンプルな神経筋シス

テムである。この実験系を用いて、神経細胞のペースメー

カー特性や相互作用、特異的な神経筋伝達機構、心臓の

光受容性などについてユニークな成果をあげている。
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